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これまで最多の 1664本を植林！ 

 ８月 24日から 9月 1日まで、学生 23名、社会人

8名、計 31名が参加してMJETの植林ツアーが実施

されました。 

 

      インダイン村の子供達と 

 

インダイン村の村人は、十分な数の穴を掘って、

植林ツアーの参加者を笑顔で待ち受けていました。

昨年参加した村人は、日本人の若者との共同作業で

植林する面白さ、楽しさを覚えていて、私達に精い

っぱいのおもてなしをしてくれました。今年の植林

ツアーは以下のような 3つの特徴がありました。 

1） 今年の植林ツアーは、今までで最も多い 1664 本

を植林しました。 

2） 同志社大学の岡本先生のゼミ生 19 名が参加して

独自の現地研修を行いつつ、交流会や植林の中心

となって、活動しました。 

3） ヤンゴンでは新しい僧院で瞑想と交流会を行い

ました。 
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        交流会での演芸 

 

メロン・グループ 

植林班長 

康 麻美 

今回植林するにあたって個人的に心配だったの

が、村人といかにうまくコミュニケーションを取る

のかということだった。英語もあまり通じないし、

ビルマ語もわからなかったけれど、植林を始めてみ

ると、村の方たちは身振り手振りで教えてくれて、

困ることは何も無かった。一本植えたらまた次の木

へと村人に呼ばれ続けてたくさんの木を植えること

ができた。班のメンバーも同じようにパートナーの

人たちと楽しそうに苗木を植えていた。。。。。 

一通り植え終わった後の水やりはとても大変だっ

た。大きなタンクを積んだトラックがやってきてバ

ケツに入れてもらいそれを一つずつの木に水をあげ

ていくのだが、さっきあんなに水をあげたと思った

らもう水が地面に染み込んでいて驚いた。雨水が少

しでもたまるように穴を深く掘って植えるやり方は

工夫がなされているなと感じた。乾燥地ならではの

やり方である。肥料をあまりかけすぎてはいけない

ことなど知らないことばかりだった。 

植林を通して村人とビルマ語や日本語を教え合っ

たり交流ができて本当に楽しかった。植えたあとの

パートナーの人たちはみんな笑顔で、お礼もたくさ

ん言われたのがとても嬉しかった。 

 

 

 



 

  

ミャンマー祭りに出展 

11月 17日、日曜日にミャンマー祭りが芝の増上

寺で開催され、MJET も出典しました。今回が初

めての開催で、今後毎年開催されるようです。主催

者は「ミャンマー祭り実行委員会」、「NPO法人 メ

コン総合研究所」、「駐日ミャンマー大使館」、「公益

法人浄土宗ともいき財団」です。 

  

MJETのブース 

 

 安倍首相夫人（右）がMJETを訪問 

 お祭りは、５つのテーマから構成されました。 

ミャンマー市場：特産品の販売や飲食物の提供 

ミャンマー横町：法人、NPO、NGO等の活動紹介 

ミャンマーシンポジウム：「今泉記念ビルマ奨学

会」の今泉清詩氏の講演とパネルディスカッシ

ョン：安倍昭恵首相夫人、中田英寿氏も参加 

日本ミャンマー交流写真展 

ライブステージ：ミャンマーの歌と踊り 

  MJET はミャンマー横町に一つのブースを確

保して、植林活動のパネル展示、活動のスライドシ

ョー、伝統工芸品の展示を行いました。午後からは、

ミャンマーの芸術家のアウン・コさんが参加者の似

顔絵を描いて、MJETに募金されました。 

中田英寿氏に植林記念パネルを寄贈 

 中田英寿氏は 2007 年にミャンマーを訪問されま

したが、その時にMJETがミャンマー国内ツアーの

アレンジをお手伝いしたことがあります。その時、

アウン デインさんがツアーに同行し、バガンのお

寺の入り口のところに、パダウの苗木を植樹されま

した。この苗木は今では７ｍ近くに生長し、毎年水

祭りの頃に黄色の綺麗な花を咲かせています。 

 中田さんが植林された苗木は、バガンの Kan Taw 

Palin Templeにあります。今回、MJETが寄贈した

パネルは以下の写真です。写真は 2012 年 8 月にア

ウン デインさんが撮影されました。 

中田英寿さん訪問記念の植樹
Kan Taw Palin Temple, Bagan

寄贈 ミャンマー日本・エコツーリズム

U Aung Din撮影
(Nature Lovers 

International)

2012年8月現在

 

  

中田さんが植樹されたパダウの木は、今後、美し

い黄色の花を毎年咲かせることによって、バガンの

一つの記念の場所になるでしょう。MJET の植林ツ

アーの際は、参加者全員で、いつもこのパダウの木

を訪問しています。 
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ミャンマー昨今 

藤村建夫 

2011 年にテインセイン大統領が政権に就いて以

来、ミャンマーの民主化が急速に進んでいます。欧

米諸国の経済制裁が廃止されたことから、日本を含

む欧米と近隣のアジア諸国からの海外直接投資も

本格化してきました。変化はいたるところに見られ

ますが、特に顕著な変化は次のような点です。 

 2012 年に外国投資法が設置され、外国からの直

接投資が急速に増大しています。民間企業は、当

初の調査段階から、パートナーと直接交渉する段

階に入っており、投資案件が急速に具体化してい

ます。日本が特に力を入れているテイラワ工業団

地 430ha の建設は、11 月 30 日に起工式が行わ

れました。2015 年から工場の生産開始が期待さ

れています。 

 ヤンゴン市内には、新車があふれて、市内では交

通渋滞が恒常化しています。特に大きな変化は、

従来の中古車にとってかわり、多くの新車が走っ

ていることです。 

 急速な外国人のビジネスマンや観光客の増大に

より、ホテルとアパートが不足し 2～3倍に値上

がりしています。MJET が利用してきた Asia 

Plaza Hotelも 1泊 110ドルに値上がりしました

ので、今年からは別の New Ayar Hotel を使うこ

とになりました。それでも 1泊 75ドルです。し

かしながら、現在多数のホテルが建設中で、数年

以内にホテルの不足は解消されることが期待さ

れています。 

 バガンを訪問する観光客はかつては、年に 7万人

でしたが、今では 20万人に増えています。その

結果、フライトも満席で予約がむずかしくなり、

ホテルはどこも満室です。Thazin Garden Hotel

も常時満室となり、料金もかつての 20ドルから

75 ドルに値上がりしています。また、観光客は

乾期に多く、雨期は少なかったのが、今では通年

満室の状態になりました。 

ミャンマー祭りの舞台裏 

   事務局 

 MJET事務局はミャンマー祭りが、初めて 11月 17

日に開催されることを、10月初めに知りました。この

ようなミャンマーのイベントは初めてのことなので絶

対に出展しないといけないと思い、急いで参加申請書

を実行委員会に提出しました。 

 幸いにも出展が認められたので、急いで写真のパネ

ルを作成することにしました。幸い、「植林ツアーの記

録」を作成していましたので、すでに出来の良い写真

を 20 枚くらい選択していました。この中から綺麗な

次のような写真を選んでパネルを作成しました。 

インダイン村における植林  

 

交流会  
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インダイン村の生活
 

 

ミャンマーの文化  

 

苗木を取りわけるインダイン村の女性
 

 

 

 

 

 

 

交流会でソウラン節を踊る学生

 

 

交流会で踊るインダイン村の子供達

 

 

2009年に植林された苗木（タンシンチェ村）
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